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会議録第２２号 

第２２回（定例）北はりま消防組合議会会議録 

                              平 成 ２ ９ 年 ２ 月 ９ 日 

                              開会 午前１０時００分 

 

１ 議事日程 

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 会期の決定 

 第３ 第１号議案 平成２８年度北はりま消防組合一般会計補正予算（第５号） 

 第４ 第２号議案 平成２９年度北はりま消防組合一般会計予算 

 

２ 会議に付した事件 

  議事日程どおり 

 

３ 出席議員（６名） 

  １番 村 井 正 信 君 

  ３番 長谷川 勝 己 君 

  ５番 高 橋 博 久 君 

  ６番 三 宅 利 弘 君 

  ７番 大 畑 一千代 君 

  ８番 笹 倉 政 芳 君 

 

４ 欠席議員（２名） 

  ２番 原 田 久 夫 君 

  ４番 河 﨑   一 君 

 

５ 説明のため出席した理事者（２０名） 

  管理者 

   加 東 市 長  安 田 正 義 君 

  副管理者 

   西 脇 市 長  片 山 象 三 君 

   加 西 市 長  西 村 和 平 君 

   多 可 町 長  戸 田 善 規 君 

   加 東 市 副 市 長  吉 田 秋 広 君 

  消防担当課長 
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   西 脇 市 防 災 安 全 課 長  岸 本 正 昭 君 

   加西市総務部次長兼危機管理課長  森 田 政 則 君 

   加東市防災課長  肥 田 繁 樹 君 

   多可町生活安全課長  竹 内 勇 雄 君 

  消防本部 

   消 防 長  上 田 昌 善 君 

   消 防 部 長  森 本 純 生 君 

   警 防 部 長  德 岡 恒 夫 君 

   企 画 財 政 担 当  山 本 貴 也 君 

   西 脇 消 防 署 長  藤 原 正 勝 君 

   加 西 消 防 署 長  小 西 優 司 君 

   加 東 消 防 署 長  小 林 浩太郎 君 

   多 可 消 防 署 長  服 部 和 明 君 

   企 画 財 政 課 長  石 井   満 君 

   警 防 課 長  森 脇 義 和 君 

   救 急 課 長  藤 川 美 博 君 

 

６ 出席事務局職員（３名） 

   総 務 課 長  近 田 俊 久 君 

   総務課課長補佐  安 田 英 揮 君 

   総 務 課 主 任  光 明 和 彦 君 
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○議長（長谷川勝己君）  皆さん、おはようございます。 

  少々時間が早いようでございますが全員おそろいで、ただいまから第２２回北はりま消

防組合議会定例会を開会いたします。 

  それでは、開会に先立ちまして一言御挨拶を申し上げます。 

  古来から百科の魁と言われる梅の木、寒さにじっと耐え、急ぐでもなくゆったりとつぼ

みを育み、そのつぼみに心を寄せるきょうこのごろ、ここに第２２回北はりま消防組合定

例会が招集されましたところ、議員各位には御健勝にて御参集いただきました。 

  本日、招集されました定例会の付議事件は補正予算並びに新年度予算といずれも重要な

案件でございます。何とぞ、議員各位におかれましては慎重に御審議の上、適切妥当な結

論が得られますようお願いを申し上げまして、まことに簡単措辞ではございますが開会の

挨拶とさせていただきます。 

  どうもありがとうございます。 

  開会に先立ちまして、管理者、安田正義君から挨拶をいただきます。 

  管理者、安田正義君。 

○管理者（安田正義君）  おはようございます。 

  それでは、開会に当たりまして一言御挨拶を申し上げたいとこのように存じます。 

  暦の上では既に春ということでございますけれども、きょうも本当に寒い朝を迎えてご

ざいます。まだまだ、これから寒い日が続くというふうに思いますけれども、議員各位の

御自愛をお祈りをするとこでございます。 

  そして、またきょうは第２２回北はりま消防組合議会定例会を招集させていただきまし

た。御参集を賜り、本当にありがとうございます。 

  平素からこの組合の運営につきまして、格別の御理解と御支援を賜っておりますことを

改めてお礼を申し上げる次第でございます。 

  西日本の山間部で大雪が降り続きまして、雪おろし作業中に雪に埋もれて亡くなられた

こんなこともございます。各地で交通が寸断されたことにより、室内で夜を明かした車両

は数百台とこんな報道もあったとこでございます。改めて自然の猛威、そんなことを感じ

ておるとこでございます。 

  また、２月に入りまして全国各地で住宅火災が発生をしております。栃木県小山市では

５名の方が亡くなった、そしてまた大分県の別府市でも３名の方が亡くなっておられると

いうこんなことがございましたし、または先般、多可町におきましても２名の方が亡くな

るというこういう火災が発生をしております。これからまだまだこの寒い時期、火気を使

うことが非常に多くあるわけでございますが、市民の皆様にとって災害のないそんな年に

なればというふうなことを思うとこでございます。 

  それから１点、非常に残念な報告でございますが、先般２月２日付で公正取引委員会の

ほうから文書が届きました。これは、特定消防救急デジタル無線機の発注に際しまして、
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５社によりまして納入予定メーカーを決定して、納入予定メーカーが納入できるように協

力する合意をしていたそんなことが認められたということで、この２日付でこの行為が独

占禁止法第３条の規定に違反するものとして独占禁止法第７条第２項の規定に基づき排除

措置命令を行ったというこういう通知がございました。残念ながら、北はりま消防組合の

無線機にもこのことが関係をしておるということでございます。 

  これにつきましては公正取引委員会の対応、そしてまた我々のほうとしましても、今現

在、顧問弁護士そんなところに相談をしておるというところでございます。 

  きょうのところ、まだ詳細について御説明できるような段階ではございませんけれども、

今後におきまして厳正に対応をしていきたいとこのように思うとこでございます。何とぞ、

御理解をいただきますようにお願いを申し上げます。 

  さて、本日私どものほうから御提案を申し上げます点につきましては平成２８年度の補

正予算、そして平成２９年度の予算についてでございます。慎重審議をいただきまして、

何とぞ原案のとおり決定をいただきますようにお願い申し上げまして開会に当たっての御

挨拶とさせていただきます。 

  どうぞよろしくお願い申し上げます。 

午前１０時００分 開会 

開 会 宣 言 

○議長（長谷川勝己君）  管理者の挨拶が終わりました。 

  なお、加西市の原田久夫議員と多可町の河﨑一議員につきましては、欠席届が提出され

ておりますので御報告を申し上げます。 

  ただいまの議員の出席数は６名であります。定足数に達しておりますので、会議は成立

いたしました。 

  ただいまから、第２２回北はりま消防組合議会定例会を開会いたします。 

  これより、本日の会議を開きます。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（長谷川勝己君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署名議員

は、会議規則第６０条の規定により議長から指名いたします。 

  １番、村井正信議員、５番、高橋博久議員の両名を指名いたします。 

日程第２ 会期の決定 

○議長（長谷川勝己君）  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は本日１日にしたいと思いますが、これに異議ござ

いませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（長谷川勝己君）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日１日と決定いた

しました。 
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日程第３ 第１号議案 平成２８年度北はりま消防組合一般会計補正予算（第５号） 

○議長（長谷川勝己君）  次に、日程第３、第１号議案 平成２８年度北はりま消防組合

一般会計補正予算（第５号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  第１号議案 平成２８年度北はりま消防組合一般会計補

正予算（第５号）について、提案理由並びにその内容を説明申し上げます。 

  年度末を見据え、事務事業の確定及び執行見込みによる補正並びに事業の進捗状況によ

る繰越明許費、事業費の確定による組合債の変更でございます。 

  それでは、お手元の補正予算書により説明申し上げます。１ページをお開きください。 

  予算書の第１条歳入歳出予算の補正ですが、歳入歳出予算の総額からそれぞれ６，３９

６万５，０００円を減額いたしまして、予算の総額を歳入歳出それぞれ５２億８，３９５

万円にいたすものでございます。 

  続きまして、４ページをごらんください。第２表 繰越明許費です。 

  地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用できる経費を示し

ております。 

  款消防費、項消防費、事業名西脇消防署整備事業、金額８億７，４００万円と、同じく、

款消防費、項消防費、事業名加東消防署整備事業、金額１３億９，８３３万２，０００円

です。 

  続きまして、第３表 地方債補正です。 

  事業費の確定により、消防施設整備事業の借入限度額を１億５，７８０万円に変更いた

しております。 

  なお、起債の方法、利率、償還の方法には変更ございません。 

  次に、事項別明細書により説明申し上げます。８ページをお開きください。歳入です。 

  第１款分担金及び負担金、第１項負担金、第１目消防費市町負担金は、歳出費用の減額

補正により市町負担金を減額するもので、６，１２９万６，０００円を減額し、５０億６，

１６５万９，０００円にいたします。市町別の内訳は９ページの説明欄のとおりです。 

  なお、資料といたしまして負担金の現予算額と５号補正後の比較表を添付しております。 

  第９款諸収入、第３項雑入、第１目雑入は２１３万１，０００円の増加で、補正後は２，

９６６万６，０００円となります。増加の主な要因は、職員手当返還金、加東市東条庁舎

新館にかかる電気代です。 

  第１０款組合債、第１項組合債、第１目消防債は、消防車両更新等による事業費の確定

により４８０万円を減額し、補正後は１億５，７８０万円となります。 

  １０ページをお開きください。歳出です。 

  第１款議会費、第１項議会費、第１目議会費です。１４節使用料及び賃借料を２万６，
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０００円追加し、補正後は４０万円です。議会の開催回数増による施設使用料です。 

  第２款総務費、第１項総務費、第１目総務費です。１３節委託料は人事給与システム、

改修業務委託料の減額、例規集データベース等更新業務の追加で、差し引き１６２万円の

減額で、補正後は２，７９０万９，０００円です。 

  第３款消防費、第１項消防費、第１目常備消防費は、年度末を見据えて事業費の確定及

び決算見込みによる補正となります。１，４１０万円を減額し、補正後は２０億１，８９

４万９，０００円です。 

  各節の増減の主な内容ですが、３節職員手当等は１３万７，０００円の追加となり、各

手当は説明欄のとおり、管理職手当、扶養手当、住居手当、通勤手当、夜間勤務手当を追

加し、時間外勤務手当、休日勤務手当を減額いたします。 

  ４節共済費の２１万８，０００円と７節賃金の２３２万円の減額は、短期再任用職員１

名の減によるものです。 

  ９節旅費は２７万円の減額、１１節需用費は１６５万５，０００円の減額で、減額は消

耗品費、燃料費、光熱水費です。 

  １３節委託料は、契約額確定による１７４万６，０００円の減額です。 

  １４節使用料及び賃借料は、１４万６，０００円の減額で、自動車借上料の減額です。 

  １９節負担金補助及び交付金は、７７６万８，０００円の減額で、研修負担金と行政職

員派遣負担金の減額です。 

  ２７節公課費は１１万４，０００円の減額で、自動車重量税です。 

  １２ページです。第２目消防施設費は、消防車両購入費の確定と西脇消防署建設に係る

事業費の確定見込み、加東消防署建設に係る事業費の確定見込みにより、４，６８４万４，

０００円を減額し、補正後は２９億４，１０２万１，０００円となります。 

  ９節旅費は、車両検査旅費を１１万５，０００円減額、１２節役務費は、自動車登録料

１万９，０００円の追加、１３節委託料は、設計監理委託料、地質調査委託料、合計１，

４６８万４，０００円を減額いたします。 

  １５節工事請負費は、消防施設整備工事を２，３０１万９，０００円減額いたします。 

  １８節備品購入費は、消防車両４台の購入価格、購入費確定による４８９万３，０００

円の減額です。 

  １９節負担金、補助及び交付金は、負担金確定による４１５万２，０００円の減額です。 

  第４款公債費、第１項公債費、第１目公債費は、１４２万７，０００円を減額し、補正

後は２億９，１６７万１，０００円です。借り入れ利率が予算時より低くなったために、

計上利子の減額です。 

  １４ページは給与費の明細となります。 

  以上、第１号議案 平成２８年度北はりま消防組合一般会計補正予算（第５号）の説明

とさせていただきます。 
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  御審議を賜り、議決いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（長谷川勝己君）  提案理由の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。ございませんか。 

  村井正信議員。 

○１番（村井正信君）  補正予算の１２ページ、１３ページについて何点かお尋ねをいた

します。 

  まず、消防施設事業の委託料なんですが、この別添の補足資料を出していただいており

ますが、その中に設計監理委託料というのがあります。この補足資料を見ますと、４つの

委託料をそれぞれ最終の項目ということやと思いますが、例えば、一番上の西脇消防署の

監理委託料でしたら１，４００万円が９００万円と、そして、その次の消防署出張所が１，

２００万円が５７０万円、これで約半分ぐらいになっておるわけなんですが、設計監理で

今度の加東消防署だけ１，８００万円が２，７００万円ということで約半分ぐらい監理委

託料としては上がっています。通常、どういう当初の予算の見積もりをされて、そしてこ

ういう差が半分になるっちゅうのはちょっとそんなものなのか、ちょっと私自身そこまで

わからないんですが、ここら辺に一方では半分ぐらいに下がって一方ではまた半分近く上

がっているというここら辺の、当初の見積もりとこの結果というのがどのぐらいの差で、

もともとの見積もりがどういう現状になってたんかというのはちょっとお尋ねしたいのと、

もう一つは消防署の地質調査がありますが、これが５２９万２，０００円が必要ないとい

うふうになったんじゃないかと思いますが、これももっと当初の段階で実際どのぐらいの

調査が必要なのかどうかというのは精査できなかったのかどうかというのが２つ目です。 

  それでもう一つ、今度は負担金も当初４７５万２，０００円がマイナス４１５万２，０

００円でこれも６０万円に最終になっておるんですが、これも当初約４７０万円がなぜ６

０万円ぐらいになってきたのか、当初の予算の見積もりですね。ここら辺にちょっと余り、

見積もり段階でどういう精査がされてたのかというのがこれ全体を通じて感じたことなん

ですが、それについて御答弁をお願いいたします。 

○議長（長谷川勝己君）  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  設計監理委託料の工事監理委託料につきましては、基本

的には当初の予算の段階には建物の面積等を基本にして金額を出しておりました。それに

つきまして、入札等で落ちたという結果になろうかと思います。 

  それと加東市の分につきましては、１２月の段階で補正で建設工事費を補正させていた

だきました。当初は建物だけの分だったんですが、今回、中には調整池、それから擁壁等

の工事で追加が出たということで１億８，０００万円近くを補正させていただきました。

その分につきまして、その分のほうの監理の部分が入ってくるということから金額を補正

しております。 

  もう一点、２８年度中におきましても監理にかかる人件費等の、国からの指示もありま
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して上がったこともございます。それについて補正を追加で、９００万円を補正してると

いう内容でございます。 

  それと地質調査委託料なんですが、その上から３つ目に消防署の設計業務委託料という

のがございます。今回、設計をする中でこの地質調査もその中で一緒にやるほうが効率的

という判断の中で予算は別に持ってたんですが、実際的には地質調査も設計業務委託料、

現場の中の契約の中で済ませたために全額を減額したという内容になっております。 

○議長（長谷川勝己君）  村井正信議員。 

○１番（村井正信君）  ということは、調査そのものはされたんですか。 

○議長（長谷川勝己君）  山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  調査は、設計業務委託料の中で済ませております。 

○議長（長谷川勝己君）  ほかにございませんか。 

  山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  済みません、もう一点抜けておりました。 

  この上水道実施設計監理の負担金を減額した理由なんですが、当初、加東市のほうから

今の加東消防署のあの前の県道沿いのところは水道管が入っておりません。その辺につき

まして、この２８年度において実施設計をして水道管を入れるという設計をつくっていた

だきまして、そうでないと水道の管を入れられないという形で、その分を加東市のほうか

ら指示された金額を予算として置いておりました。ただ、事業を実施したときに加東市の

ほうからは入札の減、それと加東市のほうから北はりま消防組合が持つべき水道工事建設

にかかる割合から当初持っていった分を減額して６０万円ほどで済んだという内容になり

ました。 

○議長（長谷川勝己君）  山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  私、今県道と申しましたがあれは加東市の市道でござい

ます。 

○議長（長谷川勝己君）  市道との訂正がございました。 

  ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（長谷川勝己君）  これで質疑を終わります。 

  これから、討論を行います。 

  これで討論を終わります。 

  これから第１号議案、平成２８年度北はりま消防組合一般会計補正予算を採決いたしま

す。 

  本案について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（長谷川勝己君）  起立全員。 
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  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

日程第４ 第２号議案 平成２９年度北はりま消防組合一般会計予算 

○議長（長谷川勝己君）  次に日程第４、第２号議案 平成２９年度北はりま消防組合一

般会計予算を議題といたします。 

  趣旨説明を求めます。 

  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  第２号議案 平成２９年度北はりま消防組合一般会計補

正予算につきまして説明申し上げます。 

  平成２９年度の予算は、現在、進めております西脇消防署整備事業、加東消防署整備事

業に伴う経費及び西脇消防署への本部移転、加東消防署移転事業経費と多可北出張所、多

可南出張所の建設のための設計業務経費を計上いたします。 

  また、消防体制整備計画に基づき、化学消防ポンプ自動車１台を更新する経費を計上し

ております。 

  それでは、予算書により説明申し上げます。１ページをお開きください。 

  第１条歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２５億２，０３９万１，０００円と定め

ます。 

  第２条地方債ですが、４ページ第２表をごらんください。 

  消防施設整備事業の起債限度額を７，２３０万円とし、表のとおり、起債を発行いたし

ます。 

  もう一度、１ページをお開きください。第３条一時借入金は、平成２９年度中における

資金不足を補い、各事業の円滑な執行を確保するために借入限度額を３，０００万円と定

めるものでございます。 

  次に、予算説明書で詳細について説明申し上げます。８ページをお開きください。 

  第１款分担金及び負担金、第１項負担金、第１目消防費市町負担金は２４億３，９６６

万４，０００円で、前年度と比較しまして２５億１万７，０００円の減額となっておりま

す。負担金の内訳は、西脇市６億１，８１２万４，０００円、加西市６億６，６１１万４，

０００円、加東市７億２，７８８万３，０００円、多可町４億２，７５４万３，０００円

です。参考として、前年度との比較表を添付しております。 

  第２款使用料及び手数料、第１項手数料、第１目消防手数料は、危険物施設の許可申請

等にかかる法定手数料及び諸証明手数料合わせて、前年度と比較して６万１，０００円の

減額の２３４万１，０００円を見込んでおります。 

  第５款財産収入、第１項財産運用収入、第１目利子及び配当金は、財政調整基金及び消

防施設整備基金の積立金利子分として合計２０万円を計上しています。 

  第８款繰越金、第１項繰越金、第１目繰越金は、１００万円を計上しております。 

  第９款諸収入、第１項組合預金利子、第１目組合預金利子として１，０００円を、第２
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項受託事業収入、第１目消防費受託事業収入は兵庫県から管理委託を受けております。多

可町内の３つのトンネルの非常警報装置の管理受託収入で１３６万２，０００円を計上し

ております。 

  １０ページです。第３項雑入、第１目雑入は、保険事務手数料や消防学校入校個人負担

金等３５２万３，０００円を計上し、前年度と比較しまして１０６万２，０００円の減額

となっております。自販機設置手数料、消防学校入校負担金の減額が主な理由です。 

  第１０款組合債、第１項組合債、第１目消防債は７，２３０万円を計上し、前年度と比

較しまして９，０３０万円の減額となっております。更新車両１台分です。 

  １２ページをお開きください。歳出です。 

  第１款議会費、第１項議会費、第１目議会費は３８万９，０００円を計上し、前年度と

比較しますと１万５，０００円の増額です。議会開催のための施設使用料の増額です。 

  第２款総務費、第１項総務費、第１目総務費は３，３０６万２，０００円を計上し、前

年度と比較しますと６１０万９，０００円の増額です。委員報酬のほか、財務会計システ

ム及び人事給与システムの管理費、例規集データベース更新等の事務管理費と本部移転に

伴う経費です。 

  １２節役務費は、本部移転にともない、通信運搬費として新財務会計ネットワークの構

築及び回線使用料を計上し、前年度と比較して４６万４，０００円増額の１８９万円。 

  １３節委託料は、新財務会計システム導入委託料、財務書類等更新委託料を計上し、前

年度と比較して５７２万６，０００円増額の１，０００万２，０００円。 

  ２５節積立金に、昨年と同様、消防施設整備基金として２，０００万円を積み立てます。 

  次に、１４ページです。第３款消防費、第１項消防費、第１目常備消防費は１９億９，

８３５万７，０００円で、前年度と比較しますと１，５５５万７，０００円の増額となっ

ております。 

  人件費は消防職員２１４名、嘱託職員１名、短期再任用職員７名分を計上しています。 

  ２節給料は、前年と比較して６２８万５，０００円減額の８億８７万５，０００円。 

  ３節職員手当等は前年度と比較して１，０４２万１，０００増額の５億５，７９３万８，

０００円。 

  ４節共済費は、前年度と比較して１，３９７万９，０００円増額の２億７，７３２万３，

０００円。 

  ７節賃金は、前年度と比較して１，１４５万３，０００円増額の１，８０８万８，００

０円。 

  ８節報償費は、前年度と比較して１２万３，０００円減額の１９万１，０００円。 

  ９節旅費は、前年度と比較して４３万６，０００円減額の２４１万３，０００円。 

  １１節需用費は、署所経費等の見直しで前年度と比較して４０７万８，０００円減額の

６，６０９万３，０００円。 
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  １２節役務費は、手数料として名称変更経費と移転及びパソコンの更新によるシステム

設定手数料の増額により、前年度と比較して２０１万１，０００円増額の３，２０４万円。 

  ３節委託料は、施設管理委託料として本部と加東消防署の移転経費、通信指令施設の保

守、気管挿管病院実習経費等の増額により前年度と比較して４４４万９，０００円増額の

４，６５４万２，０００円。説明欄は１７ページとなります。 

  １４節使用料及び賃借料は、自動車借上料の減額等により前年度と比較して６万６，０

００円減額の１，３３９万６，０００円。 

  １５節工事請負費は、出張所への名称変更に伴う銘板工事に４１万７，０００円。 

  １６節原材料費は、前年度と比較して５万４，０００円減額の１０万９，０００円。 

  １８節備品購入費は、事務用備品として事務用ノートパソコンを年次計画で更新するた

めの計画の１年目として３５台分、救急用備品では心臓マッサージ機を購入、庁舎整備備

品では西脇消防署、加東消防署の庁舎備品購入費等により前年度と比較して１，６０８万

円増の３，００６万１，０００円。 

  １９節負担金、補助及び交付金は、研修負担金、退職手当組合負担金、行政職員派遣負

担金の減額により前年度と比較して３，２１１万７，０００円減額の１億５，１５２万５，

０００円。 

  ２７節公課費は、車両２９台分の重量税１３４万６，０００円です。 

  第２目消防施設費は２億９０３万４，０００円で、前年度と比較して２５億９，５５５

万７，０００円の減額となっております。大幅な減額は、西脇消防署耐震補強及び車庫建

替事業、西脇出張所建設事業、加東消防署建設事業経費の減額が理由ですが、多可北出張

所、多可南出張所の建設のための設計業務経費と加西南出張所の庁舎整備工事費を計上し

ています。 

  ９節旅費の６万７，０００円は、車両検査に伴う旅費です。 

  １２節役務費は西脇消防署、加東消防署の中間・完了検査手数料と２つの出張所の確認

申請手数料など、庁舎建設にかかる申請手数料が主なもので、前年度と比較しまして１２

１万３，０００円増額の１５７万８，０００円。説明欄は１９ページとなります。 

  １３節委託料は多可北、南出張所の設計監理委託料で、前年度と比較しまして７，２４

８万４，０００円減額の４，９７０万円。 

  １５節工事請負費は、西脇消防署、加東消防署の指令システムの移設工事と加西南出張

所の庁舎整備工事費で、前年度と比較して２４億５，３４４万８，０００円減額の５，８

２４万円。 

  １８節備品購入費は、化学消防ポンプ自動車購入費で、前年度と比較して８，７２０万

円減額の７，８００万円。 

  １９節負担金補助及び交付金は、給水工事の負担金や加入分担金で、前年度と比較して

１，４５９万７，０００円増額の１，９３４万９，０００円。 
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  ２２節補償、補填及び賠償金は、出張所建設のための電柱移転補償費として２００万円。 

  ２７節公課費は１０万円で、重量税です。 

  第４款公債費、第１項公債費、第１目公債費は２億７，５５４万９，０００円で、前年

度と比較しまして１，７５４万９，０００円の減額となっております。減額の理由といた

しまして、償還元金ですが、２３年度車両更新、２４年度デジタル設計借り入れの元金償

還の終了及び２７年度車両更新分の元金償還の開始による差し引き１，７３２万４，００

０円の減額により２億６，９４７万円となります。 

  利子及び割引料では、平成２７年度借り入れ利率を高く見積もっていたため２２万５，

０００円の減額、一時借入金利子２万６，０００円と合わせまして６０７万９，０００円

を計上しております。 

  第５款予備費は、予期せぬ支出に備え、前年度と同額の４００万円を計上しております。 

  なお、予算書の２０ページ以降に記載しております給与費明細書、地方債に関する調書

につきましては記載のとおりでございますので省略させていただきます。 

  以上、まことに簡単な説明となりましたが、第２号議案 平成２９年度北はりま消防組

合一般会計予算の説明とさせていただきます。 

  御審議を賜り、議決いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

○議長（長谷川勝己君）  提案理由の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。ございませんか。 

  村井正信議員。 

○１番（村井正信君）  １８、１９ページの消防費の中の、特に１９ページにわたります

負担金、給水分担金というふうにありますがこれの内訳をもう少し詳細にお願いします。 

○議長（長谷川勝己君）  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  １，９３４万９，０００円の内訳でございますが、まず

上水道工事負担金、加東消防署の建設にかかる分ですが、それが１，２２３万７，０００

円、それと下水道の工事負担金、これも加東署建設にかかる分ですが１４０万４，０００

円、それと工事に係ります監理にかかる負担金として４７５万２，０００円、これも加東

署建設にかかる分です。それと、水道のための新規加入分担金として３２万４，０００円、

加東署建設にかかるものです。 

  それともう一点、これにつきましては多可北、多可南出張所の建設にかかります上水道

の新規の加入分担金が６３万２，０００円となっております。 

○議長（長谷川勝己君）  村井正信議員。 

○１番（村井正信君）  今の説明の中に、水道工事の負担金ということをおっしゃってま

したですね。給水分担金というふうにだけを見ましたら何か、それぞれ各西脇であるとか

加東である、加西であるでも給水分担金制度というのは下水と上水設けられておるんです

けども、それ以外に工事のお金も入ってるということなんですよね。そういうことでした
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ら、工事の負担金というのはどこかに工事を依頼するといいますか、例えばこれでしたら

加東市とか西脇市とかそこへお金を渡すということなんですか。 

○議長（長谷川勝己君）  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  補正予算のときにもちょっと説明しましたが、前の市道、

あそこへ水道管、下水道管を布設工事になります。敷地内の、事業内の水道工事となれば

加東市の建設の中でできるんですが、区域外の市道の中に水道管を布設していく工事です

ので、この事業につきましては加東市が行います。 

  それから、加東市のほうでは加東市水道工事負担金規程というのがございます。それに

のっとって加東市が加東署建設を新たにするために水道管を布設する事業を行いますので、

本来は工事負担金規程にのっとって、それを負担金として加東市のほうへ納めるという形

になります。 

○議長（長谷川勝己君）  ほかにございませんか。 

  村井正信議員。 

○１番（村井正信君）  ということは、ここの水道の負担金というのは、例えば加東市で

あれば加東市はまた工事をお願いしてんですよね、いわゆる業者に。そうしたら、それの

見積もりがとってあってそれの大体の金額だというそういう意味ですか。 

○議長（長谷川勝己君）  企画財政担当、山本貴也君。 

○企画財政担当（山本貴也君）  おっしゃるとおりです。その布設工事につきましては、

加東市の上下水道部が予算をもって入札を行い事業を行います。入札等によって事業費が

確定しますと、その分のルールにのっとった負担を加東市のほうへ負担金として消防組合

から納める形になります。 

○議長（長谷川勝己君）  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（長谷川勝己君）  これで質疑を終わります。 

  これより、討論を行います。 

  討論はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（長谷川勝己君）  これで討論を終わります。 

  これから、第２号議案 平成２９年度北はりま消防組合一般会計予算を採決いたします。 

  本案について、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

（起立全員） 

○議長（長谷川勝己君）  起立全員。 

  よって、本案は原案のとおり可決されました。 

  以上で、今期、定例会に付議された案件は議了いたしました。 

  これをもって、第２２回北はりま消防組合議会定例会を閉会といたします。 
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午前１０時４５分 閉会 

挨  拶 

○議長（長谷川勝己君）  閉会に当たりまして、一言お礼を申し上げたいと思います。 

  今期定例会に付議された案件につきましては、議員各位の慎重な御審議により、滞りな

く議了できましたことに厚くお礼を申し上げます。 

  管理者以下執行者におかれましては、一層の御精進と御尽力を賜ることを願うものでも

ございます。 

  議員各位におかれましても、体調管理に十分御留意されまして、ますます御健勝にて議

会活動に御精進あらんことを御期待を申し上げまして閉会の挨拶とさせていただきます。 

  どうもありがとうございました。 

○１番（村井正信君）  議長、終わった後で結構なんですけど、先ほど加東市長がおっし

ゃってましたデジタル無線の関係なんですが、もう少し詳細な、今のことで何が問題にな

ってるかっちゅうのはわかりにくかったんですが、そこら辺言える範囲でできますでしょ

うか。 

○議長（長谷川勝己君）  管理者、閉会後に説明をいただきたいと思いますが大丈夫です

か。 

○消防長（上田昌善君）  はい、大丈夫です。 

○議長（長谷川勝己君）  そうしたら、そのようにさせていただきます。 

  管理者、挨拶をお願いいたします。 

○管理者（安田正義君）  それでは、第２２回北はりま消防組合議会定例会の閉会に当た

りまして一言お礼を申し上げます。 

  ただいま私ども申し上げました２つの案件、平成２８年度一般会計の補正予算、そして

また平成２９年度一般会計予算につきまして、いずれも原案のとおり決定をいただきまし

た。心からお礼を申し上げます。 

  冒頭申し上げましたけれども、やはり我々の使命は圏域の皆様方の安全・安心、このこ

とに一番重きを置かなければならないとそんな思いでおります。したがって、現場の職員

もその思いを持ってそれぞれ任務に当たっておるというこういったところでございます。

議員各位のさらなる御支援、御協力を心からお願いを申し上げる次第でございます。 

  そして、いよいよこの３月構成各市町におかれましても３月定例議会を間近に控えてご

ざいます。議員各位の御自愛あっての御健勝にて、また御活躍を心からお祈り申し上げま

してお礼の言葉にかえさせていただきます。 

  ありがとうございました。 

○議長（長谷川勝己君）  管理者の挨拶が終わりました。 

  これをもって散会いたします。 

  本日は御苦労さまでございました。 
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